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つながることで、広がる学び

地域主体の「放課後こども教室スマイル」が本
校の図書館で毎週活動されている他に、いち
ご狩り、タケノコ掘り等、地域の特色を生か
した子どもの体験プログラムが開催され、多
くの子どもたちが参加しています。また、地
域にお住まいのPCやプログラミングに精通し
ている方が作られたのが、「うつい小中学校プ
ログラミング部」です。小学2年生から9年生
まで参加している完全地域主体の部活動で、
子どもたちは楽しみながらプログラミングを
学んでいます。「初めてプログラミングをした
けど、いろんな色や音があってとても楽しか
ったです」（小学６年生）
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土から始まるキャリア教育
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地域の伝統
を担う御田植
祭の様子

「縁」でつながる学校
と地域

連携が新たな価値を
生み出す

うつい小中学校では、グランドデザインの中
に協働活動として「うつい科」があります。「う
なずく」「つながる」「いきる」のうついの文字
を使ったテーマに分けて、学び場づくり、交
流・達成感づくり、安心・安全・健康づくり
を学校と地域で一緒に考えています。「縁」で
結ばれた子ども・保護者・学校・地域が共に
体験や思い出づくりを通して、表現力や自己
肯定感を育てていければと考えています。「こ
んなことをしてみたい」が、子どもから、学
校から、地域から声が自然に出てくる環境づ
くりに取り組んでいます。

米作りでは、田植えから収穫、販売までを子
どもたちが主体的に担っています。作業の過
程で、地域の方々を講師にお迎えし、「はぜか
け米」などの昔ながらの農法から、ドローン
を活用したスマート農業まで、時代に応じた
さまざまな工夫を体験的に学んでいます。地
域の農家や事業者の方々と次々と連携するこ
とにより、子どもたちは、自分たちが育てた
米が商品として社会につながっていくことを
実感することができています。人・地域・学
びが循環する中で、新たな学びの価値が生み
出されています。
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「郷土を愛し、仲間を信じ、
自分を磨く」
小中一貫の小規模特認校と
して、一人ひとりの可能性
を大きく伸ばす地域密着型
の学校です。

※小規模特認校…少人数による学習で特色ある教育活動を推進する小規模校に、一定の条件のもと、
通学区域外から通学することを認める学校

うつい小中学校データ

児童生徒数
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